
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２
０
１
７
年
度
予
算
及
び
施
策
改
善
に
関
す
る
要
望
書
（続
き
③
） 

Ⅲ

．
現
行
施
策
の
改
善
に
つ
い
て 

(3) 

企
業
情
報
収
集
・
支
援
事
業
に
つ
い
て 

① 

「
事
業
所
訪
問
活
動
報
告
書
」（
仮
称
）
を
毎
年
度
作
成
し
て
公

表
し
て
い
た
だ
く
こ
と 

② 

年
度
ご
と
に
「
企
業
台
帳
を
充
実
さ
せ
、
こ
の
事
業
の
蓄
積
を
図

っ
て
い
た
だ
く
こ
と 

③ 

「
情
報
提
供
」、「
実
態
把
握
」、「
情
報
収
集
」
を
施
策
改
善
に
活

か
し
て
い
た
だ
く
こ
と 

④ 

地
域
経
済
振
興
室
の
全
て
の
職
員
が
こ
の
活
動
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
体
制
を
整
備
し
て
い
た
だ
く
こ
と 

(4) 

中
小
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
事
業
補
助
金
に
つ
い
て 

① 

補
助
上
限
額
を
10
万
円
に
引
き
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と 

② 

補
助
対
象
事
業
者
の
範
囲
を
早
期
に
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と 

③ 

事
前
の
研
修
会
に
参
加
で
き
な
く
て
も
、｢

登
録
業
者｣

と
の
連
携

で
申
し
込
み
で
き
る
よ
う
に
条
件
を
緩
和
し
て
い
た
だ
く
こ
と 

 Ⅳ

．
建
設
業
の
振
興
施
策
の
策
定
に
つ
い
て 

(1) 

建
設
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
所
管
ラ
イ
ン
が
定
ま
り
、
企
業
訪

問
の
み
の
施
策
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
改
め
、
全
般
的
な
施
策

策
定
を
行
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と 

(2) 

「
吹
田
市
商
工
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」
推
進
の
観
点
か
ら

も
「
市
内
官
公
需
に
お
け
る
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大

に
向
け
た
取
組
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
早
期
に
現
状
を
把
握
し
、

ま
た
、
総
務
部
と
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
で
、
都
市
魅
力
部
と

し
て
の
考
え
を
ま
と
め
て
い
た
だ
く
こ
と 

  
                          

(3) 

２
０
１
０
年
12
月
の
市
議
会
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
小

規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
制
度
を
創
設
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

吹
田
市
が
現
在
導
入
し
て
い
る｢

簡
易
な
修
繕｣

へ
の
登
録 

に
つ
い
て
は
市
内
業
者
の
み
に
限
定
し
、
市
外
業
者
の
登
録
を

廃
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と 

(4) 

私
ど
も
が
提
案
し
て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設

（
２
０
１
０
年
１
２
月
市
議
会
で
賛
成
多
数
で
採
択
）
は
住
宅

政
策
と
し
て
で
は
な
く
、
緊
急
の
地
域
経
済
振
興
策
と
し
て
要

望
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
全
国
的
に
広
が
り
、
今
で
は
３

分
の
１
を
超
え
る
自
治
体
が
実
施
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

地
域
経
済
振
興
室
に
お
い
て
は
、
全
国
の
動
向
を
調
査
し
、
吹

田
市
に
お
い
て
も
同
制
度
を
創
設
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。 

(5) 

「
ま
ち
な
か
商
店
・
店
舗
・
工
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
」

を
創
設
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
こ
れ
等
の
制
度
を
創
設
し
て
い

る
自
治
体
を
調
査
し
て
い
た
だ
く
こ
と 

 

●
税
・
社
会
保
障
問
題
に
関
連
し
て 

Ⅰ

．
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て 

(1) 

「
大
阪
府
国
保
統
一
化
」
は
、
保
険
料
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
自
治
の
独
立
に
関
わ
る
問
題
で
す
。
吹
田
市
は｢

大
阪
府
国

保
統
一
化｣

に
繁
多
く
ぃ
す
る
意
思
表
示
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
。 

(2) 

２
０
１
５
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
低
所
得
者
対
策
の
資
金

（
全
国
で
１
７
０
０
億
円
）
を
活
用
し
て
国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
下
げ
を
行
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。 

(3) 

保
険
証
の
留
置
き
期
間
を
1
ヶ
月
以
内
に
短
縮
し
て
い
た
だ

く
こ
と 

 

 

 

 
 

 「事業計画書」づくりは、自らの経営を客観的に見つめ直し、問題点を

把握して改善の方向性を考え、実践し、検証し、これを繰り返すことを習

慣化する取り組みです。今回は全国商工新聞に掲載されている「今を生き

抜く生業塾‐自分でできる実践編」を活用して来年度の事業計画書作成に

挑戦します。 
 

①10 月 18 日（火） ②10月26日（水） 

③11 月 8 日（火） ④11月18日（金） 
いずれも夜7時～夜9時30分 場所 吹田民商会館 
 

プログラム予定 

1 日目 経営者に必要な心構え 

  社長の仕事 1 社員のマネジメント 

2 日目 社長の仕事 2 商品のマネジメント 

  来年度の利益計画の立て方 

3 日目 社長の仕事 3 顧客のマネジメント 

  SWOT 分析 

4 日目 来年度の事業計画書の作成 
 

※ 内容は変更されることもあります。 

※ 軽食を準備します。 
 

申込は事務局まで ☎06-6383-2211 


